
平成２９年度 和歌山市行政評価委員会 

 

 

会議名 和歌山市行政評価委員会による意見書の提出 

開催日時 平成２９年１０月１７日（火） １０：３０～１１：３０ 

開催場所 市役所本庁舎４階 市長室 

出

席 

委員 
足立委員、岩橋委員、奥村委員、片山委員、小山委員、下村委員、新谷委員、 

藤原委員、山本委員（五十音順） 

事務局 
市長、総務局長、企画部長 

行政経営課（課長、班長、担当）、企画課（課長） 

審議内容 

１ 会議次第 

（１）意見書提出（足立委員長から市長へ提出） 

（２）足立委員長総評 

  主な内容は以下のとおり 

   ・ 実施された事業の波及効果を踏まえた少し踏み込んだ目標値の設定が

必要。また、明確な設定理由を「示しにくい」目標値については、他の

類似都市等の事例を参考にするなどして、目標設定の精緻化を図ること

が必要。 

   ・ 施策に含まれる複数の事業が担当部局、部門を超えて相互に連結して

いるケースがある。このように様々な機能性を有する対象への方策は、

それを全体で見る視座が必要であり、「ネットワーク部門」的な発想で

全体を見ることが必要。 

   ・ 施策評価シート以外にも、評価を行う上で必要となる重要情報が示さ

れた資料を提示し、説明するなど、プレゼン手法の統一化が必要。 

（３）委員感想（意見） 

  主な内容は以下のとおり 

   ・ 市民参加型、全世代対応型の社会の実現に向け、市民と行政が一体と

なって施策に取り組む必要がある。 

   ・ 和歌山市の活気を取り戻すため、安定した生活の糧となる「雇用」の

創出に向けた取組に期待したい。 

   ・ 若い世代、特に女性の人口流出を防ぐために、２０～３９歳までの女

性の意見を反映できる社会づくりを進めていただきたい。 

（４）市長挨拶 

 


